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４　ＡＣＴＩＯＮ（取組）　　

維持
取組及び資源（財・人）の投入は妥当である。現状を
維持する。

27年度以降の方向性
判断理由

成果 コスト

延伸
維持 26年度中に策定する予定としておりましたが、防災計画の策定が26年10

月となったことから、防災行動計画の目標年度を延伸し、27年度前半を
目途に取りまとめていきます。（26年度→27年度に延伸）

指標の説明・目標値の考え方

新たな防災対策行動計画の策定に向けた進
捗状況（工程）
①計画骨子の作成②内部検討③素案の作成
④策定・公表

外部要因

順調　・　やや遅れ　・　遅れ

平成２７年度に防災会議で審議し、新たな防災対策行動計画を策定して
いきます。

防災・減災対策を計画的に推進するための行動計画を策定することが必
要です。
（26年度→２７年度に延伸）

２７年度以降の取組課題

○

○

○

必
要
性

有
効
性

施策評価結果

（進行管理型）

実績

目標

事業進捗状況（２６年度）

○最小のコストとなっているか？

評価

事業規模や対象範囲は利用者ニーズや社
会環境にあっているか？

事業進捗状況（２６年度）

防災計画に基づき具体的に取り組むべき防災・減災対策を計画的に推進するために本組合として必要性
の高い事業です。

防災計画に基づき具体的に取り組むべき防災・減災対策の個別アクション項目等を検討ができたため目
標が達成できました。

適切な人員で対応し、最小のコストで成果を上げました。

本組合が関与し、どうしてもやらなければな
らない事業か？

目標の達成度に対する評価
 (外部要因等を踏まえた）

○

評価に関する説明

愛知県及び名古屋市の被害想定の公表と地域防災計画の見直しが遅れたことに伴い、本組合の防災計画の策
定が26年10月となりました。このため、防対策行動計画が２６年度中に策定まで至らなかったため、評価はやや
遅れとしました。

-防災対策行動計画
策定までの進捗状
況（工程）

26年度の実施予定 本組合防災計画の見直しを踏まえ、素案を作成し、計画の策定、公表を行います。

最終目標

4

881

0

平成25～26年度目的

対象（誰・何を）

意図（どういう
状態にしたいか）

実施義務   　　 有        無

概要
大規模災害に対応した防災計画の見直しに伴い、ハード・ソフト両面から具体的対応の検討
を行い、新たな防災対策行動計画を策定し計画的に推進することで、防災計画の実行性を高
めます。

防災対策行動計画

名古屋港管理組合
防災計画

連携課

コード

施06事102

防災・危機管理機能の強化

連携課
防災対策行動計画の策定

25年度事業・施策評価結果

事務事業評価シート

連絡先
事務事業名

事業
期間

施策名
責任者

052-654-7813
維持継続

成果

維持

コスト 単位

実績

千円

2626年度

4,380

25年度

人件費 4,380

合計

目標

千円

24年度

1 2

総務部
担当課長（防災・危
機管理担当）

合計(25年度～）

0

政策名
責任者

コスト

安全

26年度に実施した
内容･結果

根拠
法令等

今後、取り組むべき防災・減災対策を取りまとめ、計画的に推進します。

備考（費用の増減理由等）

本組合防災計画の見直しを踏まえ、庁内ワーキングを開催し、個別アクション項目等を検討を行いましたが、素案の作成及
び計画の策定、公表には至りませんでした。

指標名

事業費 千円 0

881

事務事業は、施策達成に貢献するか？

関連
シート

5,261

4（累計）

対象事業年度 平成 26 年度

期待どおりの成果が得られているか？

26年度25年度24年度

5,261

必要性・有効性・効率性の検証

一般事務事業


